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現任研修の構造 
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ガイダンス 講義１ 
福祉制度の動向 

講義２ 
個別相談支援 

講義５ 
スーパービジョン 

獲得目標 
①相談支援の基本的業務を確実に実施できる。 
②チームアプローチ（多職種連携）の理論と方法を理解し、実践の中でチームアプローチが実践できる。 
③コミュニティワーク（地域とのつながりやインフォーマルの活用等）の理論と方法を理解し、実践できる。 

講義４ 
コミュニティワーク 

講義３ 
チームアプローチ 

地域を基盤としたソーシャルワーク 

個別相談支援
講義（実演） 

セルフ
チェック 

事
例
報

告 ① ② ③ 

④ ⑤ ⑥ 
インターバル整理 

基幹相談支援センター等にてチームで検討する（インターバル） 

チームアプ
ローチ講義
（実演） 

セルフ
チェック 

事
例
報

告 ① ② ③ 

④ ⑤ ⑥ 

コミュニティ
ワーク講義
（実演） 

模擬GSV 

基幹相談支援センター等にて自立支援協議会の参加等体験（インターバル） 

インターバル整理 

事
例
選
出 

インターバル報告 

相談支援における地
域支援について 

終了
証 

セルフチェックの報
告、事例の概要報告、
③への課題の確認 

基幹等で検討したこ
との報告の中で②事
例選び、さらにチー
ムアプローチの視点
で検討する 

ヒアリングシー
トの再記入 

ヒアリシートは主任
相談支援専門員の
業務の参考として活
用 

① 

事
例
検

討 

① 

資料１ 

国研修で示された現任研のモデル 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

5 課題焦点型スーパービジョン 

５．課題焦点型スーパービジョン 
／14:15～16:25 

／15:40～16:45         9:30～10:35       

４．個別支援と地域づくりとの連続性の理解 
（個別支援事例を通じて）／10:50～14:00 

 
      

3．「地域づくり計画」 
活用方法の理解 
／15:40～16:45         9:30～10:35       

現任研 
スタート 

1 日目 

アイスブレイク 
自己紹介 

事例の検証 

１．オリエンテーション 
／9:30～9:50 

６．まとめ 
16:25～16:45  
現任研 
終了 

２．個別支援と地域づくりとの 
連続性の理解／10:05～15:25 

 
      

課題の可視化 
レベル分析 

地域課題抽出 

 2-1 相談支援における課題の整理と 

地域課題の抽出 

2-2,3 「地域課題」をどのように 

解決に導くか 

「地域づくり計画」作成 

3-1 「地域づくり計画」 

   プレゼンテーション準備 

3-2 「地域づくり計画」の 

   プレゼンテーション 

計画プレゼン 計画見直し 

２日目 

プレゼン先検討 プレゼン準備 

4-2 明日からの実践へ向けた 

実行表明 

4-1 「個別支援事例」と「地域づくり」との 

連続性の検証 

個別支援事例からの地域課題抽出 
自身の実践の検証 

デモンストレーション 
ロールプレイ 

H29年度以降の東京都相談支援従事者現任者研修の流れ 



旧カリから新カリへの移行イメージについて 

旧カリ 

1日目 地域課題（地域づくり） 

2日目 

地域課題（地域づくり） 

個別支援検証 

スーパービジョン（課題
焦点型SV） 

新カリ 

1日目 個別支援検証 

インターバル 課題検討（基幹等で） 

2日目 チームアプローチ 

インターバル 協議会等参加体験 

3日目 コミュニティワーク 

１．おおまかな構成 
 ・国の標準カリキュラム 
２．旧カリとの関係 
 ・「地域課題（地域づくり）」は「コミュニティワーク」へ 
  「個別支援検証」は「個別支援検証」へ 
  かたちを変えて移行することができる 
３．課題 
 ・「チームアプローチ」について、一から企画する必要がある。 
 ・「インターバル」について、一から企画する必要がある。 
 ・「スーパービジョン」について、取り扱いを整理する必要がある。 
 ・事例を持ち寄る際の留意事項について検討する必要がある。 



今後の流れ―１）役割分担(案) 

・個別支援検証演習検討担当・・・・ 

・チームアプローチ演習検討担当・・ 

・コミュニティワーク演習検討担当・ 

・インターバル１検討担当・・・・・ 

・インターバル２検討担当・・・・・ 

・事例提供における配慮事項検討担当 

・講義（スーパービジョン含む）担当 



今後の流れ―２）スケジュール(案) 

8月 個別支援検証 チームアプローチ コミュニティワーク 

9月  

10月 インターバル１         インターバル２ 

11月    全 体 共 有 ・ 調 整 

12月        資 料 作 成      講義検討 

1月      資 料 共 有 ・ 調整  

2月 現任研モデル研修／チームアプローチ等部分的に  

3月 モデル研修を踏まえた調整／次年度への引継ぎ事項整理  


